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1.はじめに

　令和6年4月から、医師の時間外・休日
労働の上限規制の開始等に伴い、36協定
の様式が改正されます。今月号では、そ
れについて簡単にご説明をいたします。
参考にしていただければと思います。

2.令和6年4月以降の医療機関の36協定

　令和6年4月以降の、特定医師に関する
36協定の届出には、医師以外を含め、様
式第9号の4（特別条項なし）又は第9号の
5（特別条項あり）を用います。
　なお、特定医師とは、病院もしくは診
療所で勤務する医師（医療を受けるもの
に対する診療を直接の目的とする業務を
行わない者を除く）または介護老人保健
施設もしくは介護医療院において勤務す
る医師を指します（図2）。
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（図1　医師の働き方改革2024年4月までの手続きガイド　より）
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　ここで、時間外労働が限度時間（月45
時間、年360時間）を超えない場合は、様
式第9号の4（特別条項なし）の協定届を
届け出ますが、臨時的に限度時間を超え
て労働させる場合には、様式第9号の5

（特別条項あり）の協定届が必要です。
　また、様式第9号の5は、限度時間内の
時間外労働についての届出書（1枚目）
と、限度時間を超える時間外・休日労働
についての届出書（2枚目・3枚目）の3枚
の記載が必要です（後述）。

3.医師の時間外労働の上限規制の概要

　医師の時間外労働の上限規制には、36
協定を締結する際の上限（事業場単位の
上限）である「特別延長時間の上限」と、
特定医師個人に対する上限である「時間
外・休日労働時間の上限」という2種類の
上限があります。

　また、原則のA水準と、適用にあたり
都道府県知事の指定が必要な特例水準が
あります（図3）。
　なお、36協定は医療機関ごとに延長時
間を定めるものであることから、副業・
兼業の場合でも、それぞれの医療機関は、
自らの医療機関における時間外・休日労
働時間を、自らの36協定の範囲内とする
必要があります。また、自院と副業・兼
業先における時間外・休日労働時間を合
計して、特定医師個人に対する上限であ
る「時間外・休日労働時間の上限」の範囲
内とする必要があります。

4.様式9号の5（特別条項あり）の記載例

（A水準の場合）

　様式9号の5（特別条項あり）の記載例
（A水準の場合）は（図4〜6）の通りです。
 

（図2　医師の時間外労働の上限規制の解説 より）
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（図3　医師の時間外労働の上限規制の解説 より）

（図4　医師の働き方改革2024年4月までの手続きガイド　より）
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３枚目・Ａ水準

（図5　医師の働き方改革2024年4月までの手続きガイド　より）

（図6　医師の働き方改革2024年4月までの手続きガイド　より）
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5.おわりに

　今月号では、36協定の様式改正につい
ての簡単なご説明をいたしました。なお、
令和6年4月からは、労働条件明示のルー
ル改正もありますのでご注意ください

（図7）。
　医師の働き方改革や、医療勤務環境改
善マネジメントシステム等に関するご相
談や支援要請は、鹿児島県医療勤務環境
改 善 支 援 セ ン タ ー（TEL：099-813-
7731）までぜひご連絡ください。

6.参考・引用

➢�医師の働き方改革2024年4
月までの手続きガイド

➢�医師の時間外労働の上限
規制の解説

➢�厚生労働省ホームページ
「令和6年4月から労働条件
明示のルールが改正され
ます」

（図7　厚生労働省ホームページ　より）


